
...
..

技術者のジレンマ
　
　本校生徒の皆さんは 3年間の高校生活を終えた後 ,8割前後の人は就職し ,2割前後の人が上級学
校に進学しています。しかし ,いずれほぼ全ての人は何らかの職を持ち ,働きます。そして ,多くの人は企
業に雇われ ,給料を頂いて生活を組み立てます。
　そのような現実の中 ,避けて通れない問題として ,給与生活者の立場と ,人間としてのあるべき姿の間
で悩む問題に遭遇することとなります。会社に入ってキャリアを積み ,職責が増すに連れて技術者を苦し
めます。
　ここで ,日本機械学会者 2015年 5月号に掲載されていた「技術者のジレンマ」（中村昌允　東京工業
大学客員教授　イノベーションマネジメント研究科）を引用紹介します。
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　技術は「モノを作る」ことが原点で，工期，費用，技術力等の制約条件のもとで，最適な「解」
を見つける．その際に，「どこかで割り切る」ことになる．　たとえば，リスクをゼロにするために，
どこまでも資源を投じることは現実には行えない．また，その時点の科学技術では解決できない
こともある．　もっと確実な製品に仕上げたいと思っても，あるところで妥協せざるを得ないの
で，「安全・品質の面で，ここまでしか保証されていない」ということが生じる．　
　技術者には，図 1（省略）に示すように，技術者として公益を最優先に行動することと，企業な
どの従業員として雇用主に忠誠を誓うという二つの立場がある．自らの考えを企業の意思決定
に反映できなければ，その際に，自らの生活を考えて，企業の方針に従わざるを得ないというこ
とがある．　技術者は，このようなジレンマが生じたときに，どう判断し行動するかが問われて
いるが，「一般解」はない．　技術者は，公益を確保するために，企業はどれだけの資源を必要
とするかを見積もり，便益と企業の負担とのバランスを考慮して，自らの行動を決定することに
なる．　さらに，技術者は，問題に対する解決策を求められ，その判断行動によって生じた結果
の責任を問われる．　
　技術者倫理の教材は，技術者のこのような判断の助けとなるように，実際に起きた事例を取
り上げることが多い．　一人一人の技術者が，実際の事例の当事者の立場に自分を置き換え
て，「自分ならば，どのように判断・行動できるかを考えること」すなわち，事例の「仮想体験」を
することによって，一人一人の判断基準が構築されていく．　結果を見て論評することは誰にで
もできるが，技術者に求められることは，先の見えない不確実な状況下での判断と行動であ
る．経験を多く積めば，それだけ確かな判断ができるであろうが，一人の人間が経験できること
は限られている．そこで，「仮想体験」が重要になる．　事例の当事者の立場（第一人称）で考え
るとき，第三者として批評していたときとは異なり，当事者たちの悲痛な叫びが聞こえてくる．ま
た，事故をもたらした背景要因が見えてくる．この仮想体験を積み重ねることによって，一人一
人の技術者としての判断行動基準が形成される．
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